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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
分担研究報告書 

 
思春期・若年成人（ＡＹＡ）世代がん患者の包括的ケア提供体制の構築に関する研究 

 
「ＡＹＡ支援チームのモデル作成に関する研究」 

 
研究分担者 河合 由紀 滋賀医科大学乳腺・一般外科 助教 

 

研究要旨：AYA世代がん患者の支援チームのモデル作成に関し、地域医療におけるローカル
モデルとして、滋賀県内のがん・生殖医療に関する共通資材と統一研修後のアンケート調査
を行い、有用性及び今後実現可能な課題について検証した。また院内で活動するAYA支援チ
ームのモデル作成については、ニーズをもとに試行運用を行い、その影響と今後チーム医療
として定常化するための課題の抽出について検証した。 

 
 

Ａ．研究目的 
  地域医療におけるAYA世代がん診療体制の現
状を把握し、AYA支援チーム作成における課題及
び有益性についてモデル作成を通して検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
 【研究１】広域診療体制に関する調査研究；201
8年度、滋賀県、滋賀がん・生殖医療ネットワーク
（OF-Net Shiga）、がん診療連携協議会（診療支
援部会・相談支援部会）によって、がん・生殖医
療に関する県内共通資材の作成とがん診療に関
連する県内13施設での統一内容の啓発研修会が
計画されていた。本研究ではAYA世代がん診療の
広域支援体制に関する調査研究として、研修会終
了後に参加の医療者を対象に、アンケートを実施
した。本アンケート調査について、当学の臨床研
究担当部署に倫理審査の必要性について問い合
わせたが不要との判断であったため、倫理審査の
申請は行わなかった。 
【研究２】AYA支援チームモデルのニーズと院
内試行；AYA支援チームのモデル作成として、滋
賀医大病院内でのAYA支援チーム作成のニーズ
についてヒアリングを行った。その結果から必要
と考えられた診療分野、職種によるAYA世代がん
の具体例を症例検討し、そのもたらす影響や課題
について抽出した。 
 
Ｃ．研究結果 
 【研究１】がん・生殖医療に関する滋賀県内統一
研修を開催したがん診療連携拠点病院・支援病院
13施設のうち12施設でアンケートが実施され、4
27名から回答を得た。職種は図１の通りであり、
研修会の満足度については420名が「大変役立っ
た」「まあまあ役立った」と回答した。がん患者
の妊孕性温存に関する対応の理解度は高く（図
２）、具体的な対応方法は「リーフレットの活用」
「患者に相談窓口を紹介」への理解度が高かった
（図３）。 
 本研修会のような県内統一の資材を用いたが
ん患者の治療やサポートに関連した情報を伝え 

 図１．アンケート回答者の職種 

  
図２．がん患者の妊孕性温存への対応の理解 

 
図３．具体的に分かった対応方法 
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るシステムについては396名が「大変有用である」
「有用である」と回答しており（図４）、同様の
県内統一研修方式でふさわしい項目として、就労、
経済、心理、家族への支援が要望の高い項目とし
て挙げられた（図５）。 
 
図４．県内統一の資材、情報提供システム 

 
図５．若年がん患者の支援において、今回と同様
の県内統一研修にふさわしい項目 

【研究２】院内ヒアリングから必要と挙げられた
診療分野、職種として、小児科（がん、内分泌・
代謝）、成人がん診療科、生殖医療（産婦人科、
泌尿器科）、臨床遺伝診療の医師、がんに携わる
看護師、薬剤師、認定遺伝カウンセラー、メディ
カルソーシャルワーカー、緩和ケアチーム（重複
含む）が挙げられた。これら医療スタッフにより、
キャンサーボード形式でAYA世代がん症例の検
討会を行なった。検討会後、主担当科へ他分野か
らの介入の追加や、小児科からの連携がみられて
いるが、AYA支援チームとしての定常運営への移
行には至っていない。 
 
Ｄ．考察 
 【研究１】がん・生殖医療に関する県内統一内容

の研修の結果、患者への直接の個別対応について
の習得度は高くなかったが共通資材の活用や相
談窓口への紹介についての理解度は高く、県内統
一方式の資材及び研修会による啓発の有用性が
示された。また、AYA世代がん患者に関する他の
支援事項において、がん・生殖医療と同等もしく
はそれ以上に臨床現場で需要のある課題が挙げ
られ、同様の研修方式への要望の高い項目が抽出
された。 
【研究２】多診療分野・多職種によるAYA世代が
ん症例の検討会は、異なる分野からのニーズの指
摘や小児科から成人がん診療科へのキャリーオ
ーバーの運用・仕分けに有用であり、各々の担当
分野でさらに検討を深める傾向が見られた。しか
し定例化やチームとしての常態化した活動の運
営への移行には、院内の医療スタッフ全体への啓
発やAYA世代がん患者の拾い上げへの意識改革
が課題と考えられた。 
 
Ｅ．結論 
 AYA 世代がん診療の広域支援体制に関して
は、がん・生殖医療での県内統一の資材・情報
提供システムをモデルとして、他の支援事項に
関しても実現可能性が高いと考えられた。有用
性、課題についてさらに調査し検証する必要が
ある。滋賀医大病院内での AYA 支援チームのモ
デル作成においては、定常チーム化をすすめる
にあたり抽出された課題への対応が必須であ
る。また院内にとどまらず、地域の AYA 世代が
ん患者支援との連携やサポートへの活用につい
ても今後検証が必要である。 

 

Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 

 河合由紀．当院における遺伝性乳がん診療の現

況．大津市医師会誌 42(1); 34-37, 2019 

河合由紀，北村美奈，木村由梨，勝元さえこ，

佐藤智佳，茶野徳宏，冨田 香，森 毅，梅田朋

子，清水智治，谷 眞至．当院における遺伝性乳

癌診療の取り組みと現況 −HBOC の診療体制と

今後の展望について−．滋賀医科大学雑誌 32(1) 

2019. In press 
 
 2.  学会発表 
 河合由紀, 清水智治, 木村文則, 冨田 香, 北
村美奈, 森 毅, 村田 聡, 梅田朋子, 目片英治, 
村上 節, 谷 眞至．明るいサバイバーシップを目
指した若年性乳癌患者の診療 滋賀県における若
年乳癌患者のがん・生殖医療システム構築と今後
の展望．第26回日本乳癌学会総会 2018年5月 京
都市． 
 河合由紀．乳がん検診〜遺伝性乳がんを含めて．
滋賀県産婦人科医会公開講座 がんと妊娠「若い
女性の将来の妊娠と出産を考える」2018年7月 
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大津市． 
 河合由紀．遺伝性腫瘍の診断と治療選択．第2回
滋賀県がん薬物療法多職種合同カンファレンス 
2018年9月 守山市． 
 河合由紀．遺伝性乳がんの診療．湖北乳がん治
療を考える会 2018年11月 長浜市． 
 田﨑亜希子, 木村文則, 木村由梨，河合由紀, 
清水智治，山内智香子, 谷 眞至, 村上 節．がん
患者の妊孕性温存への滋賀県での取り組み．第9回
日本がん・生殖医療学会学術集会 2019年2月 岐
阜市． 
 河合由紀．3rd Global AYA Cancer Congressに
参加して 〜Oncologistの視点から．第1回AYAがん
の医療と支援のあり方研究会学術集会 ランチョ
ンセミナー 2019年2月 名古屋市． 
 
 河合由紀．がん・生殖医療と滋賀県のシステム． 
滋賀県委託事業「がん患者の未来の家族計画応援
事業」がん患者の妊孕性温存のための普及啓発事
業 
がん治療医療機関従事者向け研修会 13施設の
うち2施設担当 
2018年11月19日 長浜赤十字病院（長浜市） 
2018年12月18日 彦根市立病院（彦根市） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 

 なし 

 

 

 


